
はじめに
テサロニケはパウロがマケドニアに渡って、

フィリピの次に訪れた大きな町です。パウロが
コリントにいた際、教会が直面している困難を、
合流したシラスとテモテから聞き、励ましの手
紙を書きました。今日、私たちも、自分たちに
もあるくじけそうな心を認め、真摯にパウロか
らの励ましに耳を傾けたいと思います。
テサロニケの信徒たち

パウロの伝道方法は、まず寄留のユダヤ人た
ちが集う会堂で、旧約聖書に預言されている救
い主は主イエスであるとの証しをすることでし
た。短期決戦であり、そのためにはある程度聖
書を知っている方が救いを説くのに有効だった
からです。テサロニケでも救われる者たちが起
こされるのですが、それまでのパウロの歩みを
知っている者たちは「世界中を騒がせてきた連
中が、ここにも来ている」と町の自治責任者に
訴え、騒ぎを起こします。命の危険を察した協
力者たちは、パウロを隣の町ベレアに逃がしま
した。この間、３週間 (17:2) でしたが、この期
間でテサロニケに教会が築かれたのです。
　ただ、残された信徒たちは逃げるわけにはい
きません。救いを受けて喜んだものの、その喜
びとは裏腹、厳しい現実が待ち受けていました。
パウロの心配

　まだ３週間しかたっていない、若葉マークの
信徒たちの試練。パウロの心配も痛いほど分か
ります。「祈りの度ごとに」祈っていました。

　私たちも、救いを受け、喜びに満たされてい
ますが、そこに住んでいるがゆえに、変わらぬ
現実、いや、信仰をもったことで逆風にさらさ
れている毎日を送らなければなりません。それ
は信仰の年数には関係なく、起こってきます。
　しかし、下を向いてはなりません。パウロに
この手紙を書かせた神は、それを承知だからこ
そ、この手紙を残し、私たちに示してくださっ
ているのです。
模範になるために

テサロニケの信徒たちは、そのような中で「信
徒の模範」となりました。どのような生活をし
ていたのでしょうか。まず「主イエス・キリス
トに希望を置いて忍耐」していたからです。パ
ウロはローマの信徒に「苦難を誇りにしている。
それは希望を生み出し、その希望は失望に終わ
らないからだ」(5:3) と言っています。彼らはそ
れを実感していました。次に「神に選ばれたこ
とを知っていた」からです。神の選びは、神が
責任を持ってその人を守り、祝福することであ
り、彼らはそれをも味わっていました。そして、

「御言葉を受け入れ」ていたからです。ベレア
の人よりも疑い深く、素直でなかったようです
が ( 使徒 17:11)、「聖霊によって」その姿勢が変
えられていったのです。御言葉は私の魂を生き
返らせる力があります。彼らはこれらをもって、
試練に向かい、模範的な信仰生活
を送ることができたのでした。

「信者の模範」

「こうして、マケドニアとアカイアにいるすべての信者の模範となったのです。」
( テサロニケの信徒への手紙一 第１章７節・新約聖書３６６頁 )

【礼拝説教はスマホでも視聴できます】
右記のＱＲコードを読み取ってアクセス
してください。



「こうして、マケドニアと
アカイアにいるすべての信

者の模範となったのです。主の言葉が、あなた
がたのところから出て、マケドニア
やアカイアに響き渡っただけでな
く、神に対するあなたがたの信仰が
至るところに伝わっているので、私
たちはもう何も語る必要はありま
せん。」( テサロニケの信徒への手紙
一 1:7 ～ 8)
　「苦難をも誇りとしています。苦
難が忍耐を生み、忍耐が品格を、品格が希望を
生むことを知っているからです。この希望が失
望に終わることはありません。私たちに与えら

今週の祈り れた聖霊によって、神の愛が私たちの心に注が
れているからです。」( ローマの信徒への手紙 5:3
～ 5)

　神さま、私は主イエスさまの救い
を受けました。ほんとうにうれし
く、心が躍りました。しかし、ふと
した瞬間に、現実に引き戻されるよ
うなことが起こりました。まわりの
環境は何も変わっていないのです。
そして、私の苦しみも過ぎ去ること
はありません。しかし、私はテサロ

ニケの信徒の人たちのように、そこに希望を見
いだし、強められていきたいと思います。御名
によってお祈りいたします。アーメン。

深読みにチャレンジ ! 【神からの知恵によって生きる】
　箴言はソロモンが語った知恵の言葉を中心に構成され

ています。 ３１章から構成されていますが、 あたかも短編

を読んでいるかのように、 種々雑多な知恵の言葉が連

なっています。 ソロモンが思いつくままに語った言葉を、

そのまま筆記したのではないかと思えるほどです。

　この書このような性格上、 まとめて解説するのが難し

いため、 この欄で、 一つ一つの言葉をじっくり味わいた

いと思います。 箴言から得る知恵によって、 深みのある

生き方を学び、 よりよい人間関係を築かせていただき

たいと思います。

１　 父から子へ ・ 受け継がれるべき知恵 (1:1 ～ 9:18)

２　生活の処方箋 ・ 知っておくべき知恵 (10:1 ～ 22:16)

３　先人からの知恵 (22:17 ～ 31:31)

　　ａ 知恵ある人の言葉 (22:17 ～ 24:34)

　　ｂ ソロモンの言葉 (25:1 ～ 29:27)

　　c アグルの言葉 (30:1 ～ 33)

　　d レムエルの言葉 (31:1 ～ 31)

箴言 （７７）
第４章５節

＊三つの違う訳を読み比べてみましょう。
◎協会共同訳　「知恵を得よ、分別を得よ。私の口
が語ることを忘れることなく　そこからそれるな。」
◎口語訳　「それを忘れることなく、またわが口の
言葉にそむいてはならない、知恵を得よ、悟りを得
よ。」
◎新改訳　「知恵を得よ。悟りを得よ。忘れてはな
らない。私の口の授けたことばからそれてはならな
い。」

「私の口」
　ここで父は「私が語ることを」とは言わず、「私
の口が語ること」と、言っています。どう違う
のでしょうか。
　ヘブライ語の「口」は、肉体の器官から発声
するということよりも、その人の人格を伴った
心から出てくる思想、考え方を示しています。
ですから、それはただ単に教科書を読んでいる
ような伝え方ではなく、その人の体験を通して
培われた証しに基づき、相手に対する愛情を傾
けた言葉だと言えます。
　また、聞く方の側として、「口」は権威を表す
ものでもありました。これは神によって語られ、
与えられた言葉を伝える時の「口」であり、例
えば、モーセが「語れない」と言った時に、「ア
ロンがあなたの口になる」( 出エジプト 4:16）と

言われていますが、 「口」が「権威の代弁者」の
象徴されているわけです。
　この父の言葉も、単なる助言ではなく、「神か
ら授けられた権威ある教え」としての重みを持
たせていると言えます。「軽々しく聞き流せるよ
うな教えではないぞ」と子に対して傾聴を促し
ているわけで、子は心に刻むように受け止めよ
うとしたはずです。「人は心で信じて義とされ、
口で告白して救われる」( ローマ 10:10) も同様に

「口」がその人の生き方を表すものとして使われ
ています。



【月曜日】◆今週のすべての集会が祝福され、救いにつながるように祈りましょう。        

【火曜日】◆教会のビジョンのため、将来の働きが祝福されるように祈りましょう。        

【水曜日】◆ 宣教福祉事業が祝福されるように祈りましょう。

聖書日課
  毎朝、決められた時間に聖書を読み、お
祈りをすることはクリスチャンの生命線で
す。この聖書日課を使って心の糧を欠かさ
ないようにしましょう。そのために最低で
も 15 分間を神との交わりのために聖別し
てください。
　朝にどうしても時間のとれない方は、昼
休みでも就寝前でもかまいません。ぜひ、
実行してください。

列王紀上第１６章２８節 「オムリは先祖と共に眠りに就き、 サマリ

アに葬られた。 その子アハブが代わって王となった。」 ◆イスラ

エル王国は反乱と暴虐に満ちていた。 誰が敵か味方かわから

ないような混乱の中、 軍を掌握していたオムリが国を平定する。

そして、 シェメルという人物から銀二キカルで買った土地に 「サ

マリア」 を建てた。 首都機能を持たせると同時に偶像を建てる。

その後、 サマリアは神に背き続けるイスラエルを象徴する場所と

なって、 神から離れた、 祝福から遠ざかった世界の結末を語る

ようになる。

【祈りの時の持ち方 ( 例 )】　

①まず黙想し、次に、自分の心を神に向けるために賛美する。
賛美曲を歌えない場合は、歌詞を味わう。
②御言葉を読み、自分へのメッセージが何かをさぐる。例え
ば、神の恵み、告白すべき罪、従うべき命令、ならうべき模
範など。
③自分が神のメッセージにどうこたえるのかを祈る。感謝や
信頼の表明、悔い改め、服従、献身など。
④自分の祈りだけでなく、できるだけ「祈祷課題」も祈る。

●賛美／ 445 ●祈祷課題
◆昨日、礼拝に集えなかった人が恵
みからもれないように。
◆この教会も世界宣教の一拠点であ
ることを自覚し、重荷を持って祈れ
るように。特に共産圏、イスラム圏
伝道が進むように。迫害にある宣教
師のために。現地語聖書の翻訳が進
むように。異端からの救出が進むよ
うに。台湾活水泉の活動のために。

列王紀上第１７章１節 「私が仕えているイスラエルの神、 主は生

きておられる。」 ◆オムリの子アハブは、 バアルの祭司の娘イゼ

ベルを妻としたことで、 イスラエル王国史上、 最も暗黒の時代

を迎える。 しかし、 神は、 あえてこの時代に大預言者エリヤを

登場させるのだ。 烏に養われた後、 エリヤは命の危険にさらさ

れる中、 イスラエルの国々を行き巡り、 神が生きておられる方

であることを伝えていく。 「かめの小麦粉は尽きず、 瓶の油が

なくなることはない」 (14)。 それは、 エリヤに注ぎ続ける神の

力でもあった。

列王紀上第１８章３９節 「これを見た民は皆その前にひれ伏し、『主

こそ神です。主こそ神です』と言った。」◆この箇所を読むたびに、

励まされる。 エリヤはひとり、 バアル ( 男神 ) の預言者４５０人、

アシラ ( 女神 ) の預言者４００人での対決である。 その対決を見

に来た人々の中には、 恐怖政治がしかれていたため、 自分の

信仰を表明できなかった者もいたはずだ。 彼らは、 火がくだり、

神が生きておられることを間近にしたことで、 信仰の力が宿り、

預言者たちを捕らえる勇気が与えられた。 力強い証しは、 なえ

た信仰者をも回復させる。

●賛美／ 446 ●祈祷課題
◆日本福音同盟、日本福音連盟、聖
化交友会、キリスト教各出版社、Ｅ
ＨＣ、ケズィック、太平洋放送協会、
ＦＥＢＣ、キリスト者学生会、日本
国際飢餓対策機構、ワールド・ビジョ
ン、いのちの水計画、総動員伝道、
Hi-b.a.、日本国際ギデオン協会 ( 聖
書配布 )、新生宣教団等の働きとス
タッフのため。

●賛美／ 447 ●祈祷課題
◆新会堂が与えられるように祈りま
しょう。①バス通りに面した場所に
良い土地が与えられるように②十分
な資金が与えられるように③早期に
建てられるように
◆宗教法人を取得できるように
◆伝道の拠点が祝福され、用いられ
るように。( まきば、小山宮下事務所、
向陽町 )



【木曜日】◆弱っている方々、病にある方々のために祈りましょう。        

【金曜日】◆礼拝出席平均が 50 名以上となり、受洗者が年間 3 名以上与えられるように祈りましょう。       

【土曜日】◆聖日に備え、健康が保たれ、出席しやすい天候が与えられるように祈りましょう。

【日曜日】◆新来会者が起こされるように祈りましょう。

列王紀上第２０章４２節 「それゆえ、 あなたの命が彼の命の代わ

りとなり、 あなたの民が彼の民の代わりとなる。」 ◆アラムとイ

スラエルの戦いの出来事が記されている。 イスラエルといえど

も神の民である。 偶像の国アラムを倒さなければならなかった。

ましてや有利な戦いを進めていたのに、 なぜかアハブは敵のベ

ン ・ ハダドと和睦を結んでしまう。 主はその態度に、 ひとりの預

言者を遣わし、 アハブに 「ベン ・ ハダドの代りにあなたが死ぬ」

と告げる。 果たしてその通りになるのだ。 信仰の敵に対し、 妥

協をしてはならない。

列王紀上第１９章３節 「それを聞いたエリヤは恐れを抱き、 命を守

ろうと直ちに逃れて、 ユダのベエル ・ シェバに行き着いた。」 ◆

あれほど勇ましい信仰の戦いをしたエリヤが、 イゼベルの一言で

恐ろしくなって逃げた。 「わたしの命を取ってください」とまで言っ

ている。 エリヤも私たちと同じであったわけだ。 おそらくこの時、

エリヤは 「神」 を見失ったのだ。 私たちもすばらしいみわざを経

験した後でよく起こるのだが、 少しでも自分の力であると思っ

てしまうと、 途端に、 神に栄光を帰すことを忘れ、 隙ができる。

エリヤは神の山で信仰を回復した。 私たちも気をつけたい。

列王紀上第２１章２５節 「確かにアハブほど、 主の目に悪とされる

ことに身を委ねた者はいなかった。 唆したのは妻のイゼベルであ

る。」 ◆アハブほど不信仰な行動をした者はなかったのだが、 そ

れはイゼベルがそそのかしていたからでもあった。 ナボトの畑の

事件も気の弱いアハブがいじけてあきらめていたのに、 悪女イ

ゼベルは 「殺して取ったら良いじゃないか」 とけしかけている。

私たちの身近に、 自分に悪影響を及ぼす存在があったとしたら、

それはあなたが勇気をもって断ち切らなければならないものかも

しれない。

列王紀上第２２章５節 「ヨシャファトはイスラエルの王に、 『どうか

まず主の言葉を伺ってみてください』 と言った。」 ◆アハブはユ

ダの王ヨシャファと友好的な関係を持っていたが、 信仰姿勢は

対照的だった。 共通の敵アラムを攻めるべく、 事を進めようと

するアハブに、まず 「主の言葉を聞こう」 と言う。 アハブは、「い

つも自分に都合の良いことを言わないから聞かないでもいい」

と渋っている。 私たちの信仰の姿勢はどちらだろうか。 自分の

立てた計画が最善であるとして、 だれがなんといってもそれを修

正しないという態度は、 行き詰まりや挫折を生みやすい。

●賛美／ 448 ●祈祷課題
◆教会学校の成長と救い、青年の結
婚、教会員の信仰の成長と家族の救
いのため。
◆教会ビジョンのため（社会宣教事
業、伝道所の開設、保養施設建設、
会堂建築、納骨堂、宗教法人格取得、
学生寮、高齢者住宅）、教会員から
伝道者や献身者が与えられるよう、
教会会計の祝福

●賛美／ 449 ●祈祷課題
◆この教会に聖霊の著しい働きがも
たらされ、リバイバルが起こるよう
に。常に新来会者が与えられ、求道
者、受洗希望者がもたらされて、教
勢が祝福されるように。
◆土屋牧師、淳子師 ( 牧師一家 )、
思乃扶師、石出師の働きのために。
◆老齢の方、病の中にある方々のい
やしのために。

●賛美／ 450 ●祈祷課題
◆子どもを含め、すべての人が礼拝
を守れるように。あらゆる集会が祝
福され、参加者が御言葉によって取
り扱われるように。奉仕者が恵まれ
てご用にあたれるように。
◆ホームページが用いられるよう
に。また礼拝動画が用いられるよう
に。教会から出している週報や印刷
物が用いられるように。

●賛美／ 451 ●祈祷課題
◆この教会に連なるすべての方々が
聖日礼拝を厳守できるように。聖書
通読を続けられるように。御言葉を
味わえるように。祈りに励めるよう
に。ささげる恵みにあずかれるよう
に。積極的に神さまから受けた恵み
を語れるように。
◆受験生、就職活動者、試練にある
者のために。



   おや こで せ
いしょ

おや こで せ
いしょ

●きょうのせいしょ
【ルカによるふくいんしょ　10:25 ～ 37】

「となりのひとを あいする」

( ルカ１０：２７）

　イエスさまは かみさまをしんじることが ど

んなに たいせつなことなのか、そして、かみ

さまをしんじていくと、どのようなことがおこ

るのかを おおくのひとたちに つたえ、あるき

ました。そのなかには いままで せいしょのお

しえを けんきゅうし、イスラエルの ひとたち

を しどうしてきた ひとたちも ふくまれてい

ました。

　しどうしゃや せんもんかは 「せんせい」と

いわれ、えらぶっていたのですが、イエスさま

の おしえが わかりやすく、そしてなによりも 

すばらしいおしえだったので、みんなが いえ

すさまの はなしを ききにいったので、せんせ

いたちは イエスさまの にんきが でないよう

に、むずかしいしつもんで こたえられないよ

うにして、じぶんたちが どんなに すばらしい

のかを ほころうとしました。

　そしてあるひ、イエスさまがみんなに おし

えているところで、はじをかかせようとして  

しつもんしたのです。

「せんせい、なにをしたら えいえんのいのちを 

うけつぐことができますか」

「あなたは りっぽうに なんと かいてあるか わ

かっているでしょ」

「かみをあいすること、りんじんをあいするこ

とです」

「それをじっこうしなさい」

「では わたしのりんじんとは だれですか」

　しつもんした りっぽうの せんもんかは ほ

んとうのことを なにもしらなかったのです。

　イエスさまは 「よい サマリアじん」という 

はなしをして、いうだけでなく、また しって

いるだけではなく、かみさまの みことばにし

たがい それをおこなうこと がたいせつなのだ

と おしえられました。

　そのたとえを かたったあと、イエスさまは 

そのひとに、「いって、あなたも おなじように

しなさい」といわれました。 

●かんがえてみよう

☆りっぽうの せんもんかは なぜ、イエスさまに しつもんを したのですか ( ル

カ 10:25)

☆イエスさまが かたられた たとえばなしのなかで、「りんじんを あい

しなさい」という かみさまの おしえを じっこうしたのは だれでした

か。( ルカ 10:33 ～ 36)

☆イエスさまは さいごに そのひとに なんといわれましたか。( ルカ

10:37)



な む聖書 じつ　れ　すこうる
る　れこ　う　すを
　こうじる　つれ　
れ　るつこじす　う
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こ　　うれそるをつ
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あいているマスに、 右の９文字の

どれかを入れます。 タテ列 (9列

あります )、 ヨコ列 (9 列ありま

す )、 太線で囲まれた3×3の

ブロック (それぞれ 9マスある

ブロックが9つあります) のどれ

にも９文字のいずれかがはいりま

すが、 文字が重なってはいけま

せん。 数独と同じ要領です。

そ
れ
を 

じ
っ
こ
う
す
る

もじ独

こ
と
ば
あ
そ
び

まちがいさがし ３つあるよ！さがしてね

今週の聖書箇所の中に出

てくる言葉です。それぞ

れを並び替えると 意味が

通る言葉になります。答

えてください。

(サムエル記下 5章 )

① いぎまんかに

② はがわんたい

③ かんもんせ

④ どくのき



●マケダ
　ヨシュアたちをまんまとだまして保護される

立場になったギブオンのことを聞き、周辺の王

たちは連合軍を組んでギブオンに向かいます。

　ギブオンは支援要請を受けて５カ国連合と戦

い、敗走させます。そして王たちが逃げ込んだ

のが「マケダの洞穴」でした。規模はわかりま

せんが、護衛する兵もいるわけですから、かな

りの人数になりますので、巨大洞穴かと考えて

しまいます。

　砂漠の都市ペトラに行った時、入口は幅５ｍ

ほどしかないのに進んでいくと、広大な盆地と

なっていて、半円形劇場もあるような都市跡が

現れ、驚いたことがあります。時間をかけて水

流が岩盤を削ってできたものだそうですが、恐

らくこの洞穴もそうした地形だったのでしょ

う。入口を塞がれ、一巻の終わりとなりました。

手引きをしたのかわかりませんが、マケダの王

も滅ぼされてしまいます。

　このマケダはエルサレムの南西、ラキシュの

近辺にあったと考えられます。石灰岩の地形も

多いため、至る所に隠れ場所となる洞穴があっ

たのでしょう。ヨシュア 15:41 では、ユダ族の

領地の一部として再登場しますが、その後には

出てきません。

聖書ふれあい街歩き

牧師の　聖書

ななめ読み

　工事中だった、町田街道の「多摩ニュータウン入
口交差点」から、角にサンドラッグのある「東橋本
二丁目交差点」間の道路がやっと完成しました。
　この道路は国道２０号線につながっていている

「多摩ニュータウン通り」と言いますが、京王相模
原線に沿っていて、多摩センターや南大沢を抜け、
町田街道を横断し、うちの教会の横を通って、国道
１６号につながります。だからなのかも知れません
が、オハラのグラウンド知格の JR の踏切が閉まる

と、すぐに渋滞するようになってしまいました。そ
れだけ交通量が増えたんですが、流れが変わった
ことで、逆に、抜け道に使われていた細い生活道
路に車が来なくなりました。
　今、うちの近くの「宮下交差点」も同様に、町田
街道からの道を通そうとしています。用地の買収が
ほぼ終わったようで、今まで建っていた家がどんど
ん取り壊され、かなり先まで見渡せるようになって
います。この道路ができると、ベルクのある道の方
が寂しくなっていくはずです。ベルクとしたら死活
問題と言えます。大打撃じゃないでしょうか。
　新しいものができると人の流れが変わります。今
後の都市計画も参考に、教会の立地を考えるべき
かと思います。

「新しい道路」

な む聖書 先週のこたえ

いすんべなゆきるか
かゆるんきいべなす
なべきるすかんいゆ
んいかなゆきすべる
ゆるすかんべいきな
きなべすいるかゆん
すんいきるなゆかべ
るかゆいべすなんき
べきなゆかんるすい

○
○

①ごうもんがかり
②ちょうけし
③たらんとん
④しゃっきん

○



伝道者パウロの生涯　１１６ ＊本文を開きながら見ましょう。

エフェソからマケドニアへ

　
　この騒動が収まった後、パウロは弟子たちを呼
び集めて励まし、別れを告げてからマケドニア州
へと出発した。
　そして、この地方を巡り歩き、言葉を尽くして
人々を励ました後、ギリシアに来て、そこで三か
月間過ごした。
　パウロは、シリア州へと船出しようとしていた
とき、彼に対するユダヤ人の陰謀が起こったの
で、マケドニア州を通って帰ることにした。
　同行した者は、ピロの子でベレア出身のソパト
ロ、テサロニケのアリスタルコとセクンド、デル
ベのガイオ、テモテ、それにアジア州出身のティ
キコとトロフィモであった。

 (使徒言行録20:1～4)

【同行した者】
　パウロの弟子たちは日ごとに増していった、と
同時にパウロの伝道によって町々にできていた
「教会」へと派遣されていったと思われます。ど
こでパウロに同行し、どこで別行動を取ったの
か、記述が少ないので、推測するしかありませ
ん。機会があれば、パウロの伝道旅行の行程と共
に同行者が誰だったのか、わかるような図を作り
たいと考えています。この箇所ではめずらしく、
「同行した者」の名が記されていますので、どの
ような人物であったのかを解説しておきます。
●ソパトロ
　ピロの子で、マケドニア州ベレア出身だと記さ
れていますが、ユダヤ人です。ベレアはパウロが
マケドニアに渡り、フィリピを通ってテサロニケ
を訪れていますが、マケドニアに寄留し、生活し
ていたユダヤ人たちが「世界中を騒がせているや
つが来ている」と位って騒ぎを起こし、身の危険
を感じた信者たちがパウロを促して夜に脱出させ
ます。その待避場所がベレアでした。パウロはベ
レアでもユダヤ人会堂で御言葉を語ったのです
が、ベレアにいたユダヤ人たちは「テサロニケの
ユダヤ人よりも素直で、非常に熱心に御言葉を受
け入れ、そのとおりかどうか、毎日聖書を調べ」
るほどでした(使徒17:11)その中にいた一人がソパ
トロであったはずです。「ピロの子」とあるのは
「ピロ」の名が知られていたことを意味し、そう
なると、ユダヤ人でもあったので、エルサレム教
会に献金を届ける役割を担った可能性があります
(ローマ15:25～27、コリント二8章)。ピロの一家
が熱心な信者であり、その子、ソパトロはパウロ
に仕え、働き人になったのでしょう。ソパトロと

の名は「父に救われた者」との意味があるので、
父のピロが導いたのかもしれません。
　ローマ16:21に出てくるソシパトロは同一人物で
ろうと言われています。
●アリスタルコ
　テサロニケの出身者です。彼はたびたび登場し
ています。パウロのテサロニケ伝道の際に救わ
れ、そのまま同伴していて、パウロがエルサレム
に帰る際(第２回伝道旅行終盤)にはコリントに留
まって、その後エフェソでパウロと合流(第3回伝
道旅行)。デメトリオの事件の際に群衆に捕らえら
れてしまうのですが(使徒19:29)、ほどなく解放さ
れ、パウロのもとに戻った後は、囚人となったパ
ウロがローマに向かう船にも乗っていますし(使徒
27:2)、ローマに着いてからもパウロから離れずに
付き添っていることがわかります(コロサイ4:10、
フィレモン1:24)。
●セクンド
　アリスタルコとコンビになっています。彼もテ
サロニケ出身者でしたが、この「セクンド」が本
名であったか判別できせん。というのも、このセ
クンドはラテン語で「第二の者(セカンド)」との意
味で、ローマ社会での階級において下層階級を表
した言葉だからなのです。アリスタルコはその扱
いや名からして上層階級出身者と思われ、身分は
大違い。アリスタルコと同様、セクンドもパウロ
と行動を共にしたと思われますが、彼の名はここ
だけにしか登場していないのはそのためでしょ
う。ところがその二人がコンビを組んで、主に仕
えているのです。身分の違いを超えて福音のため
に心を合わせて働く。その時代には考えられない
ことでした。なんと麗しい関係でしょうか。

働き人は各地からパウロのもとに集まった

マケドニア

アジア
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　「教会暦」はキリストの生涯をたどりながら１年を
過すために作られました。当教会では教会暦に、継
承されてきた伝統的記念日を加え、守っています。

＊＊＊顕現節 (1/6 ～ #3/4) ＊＊＊
　降誕日 (12/25) から 12 日後に東方の博士がキリス
トを礼拝した顕現日 (1/6) から始まります。降誕され
たキリストが世界の救い主であることを覚えて過ごし
ます。顕現節の最終主日は受難の整えをされた変貌
のできごとを覚え、変容主日 (#3/2) として守ります。

＊＊＊四旬節 (#3/5 ～ #4/12)＊＊＊
　前年に使用したしゅろの枝を灰にしてかぶり悔い
改めを表した儀式 ( この教会では行いません )、灰の
水曜日 (#3/5) から始まります。レントとも呼び、主日
を除いた復活日前日までの 40 日間、キリストの受難
を覚えて過ごします。
　四旬節に続く受難週 (#4/13 ～ 4/19) は、主イエス
の最後の１週間を覚える週で、エルサレム入城に際し、
しゅろの枝を用いて歓迎したしゅろの主日 (#4/13) か
ら始まり、洗足と主の晩餐が行われた木曜日 (#4/17)、
十字架にかかられた受苦日 (#4/18) と過ごしていきま
す。

＊＊＊復活節 (#4/20 ～ #6/7)＊＊＊
　キリストが死にかって復活されたことを祝うイース
ター ( 復活日・#4/20) から始まります。春分の日の後
の最初の満月の次に来る日曜日と定められているの
で、祝日が毎年変動します。40 日後のキリストの昇
天 (#5/29) を迎えたのち、復活節の最終主日 ( 昇天
主日#6/1) となります。

＊＊＊聖霊降臨節 (#6/8 ～ #11/29)＊＊＊
　復活日から 50 日目、聖霊が使徒たちに降ったこと
を記念する聖霊降臨日 ( ペンテコステ・#6/8) から始

まり、三位一体主日 (#6/15) では父、御子、御霊の働
きを告白し、過ごします。最も長い節期となります。

＊＊＊待降節 (#11/30 ～ 12/24)＊＊＊
　救い主キリストの誕生を祝う備えをしながら、待ち
望むアドベント ( 待降節 ) は、11 月 30 日に一番近い
主日から始まります。降誕を祝うクリスマスは 12 月
25 日ですが、クリスマス礼拝 (#12/21) は、25 日以前
の日曜日を選んでをささげています。

＊＊＊降誕節 (12/25 ～ 1/5)＊＊＊
　イエス・キリストの誕生を祝う日(12/25)から始まり、
顕現日前日までの期間を指します。

【記念日】
母の日 (5/11・5 月第二 )
ウェスレー回心記念日 (5/24・1738 年 ) 
花の日 ( 子どもの日・6/8・6 月第二 )
父の日 (6/15・6 月第三 )
ホーリネス弾圧記念日 (6/26・1942 年 )
宗教改革記念日 (10/31・1517 年 )
収穫感謝日 (11/23・11 月第四 )

【当教会行事】
新年元旦礼拝 (1 月1日・水 )
成人祝福礼拝 (#1/14・１月第二 )
聖書愛読週間 (#3/23 ～ 29)
みふみの日 (3 月 23 日 )
教会創立記念礼拝 (3 月最終主日 / 創立記念日 3/27)
最後の晩餐集会 (#4 月17 日夕 )
召天者記念合同礼拝 (#6/1・６月第二＊今年は第一 )
弾圧記念礼拝 (#6 月 22 日・26 日前後の主日 )
石出忠師記念礼拝 (#7 月 6 日・7 月第一 )
敬老祝福礼拝 (#9/14・９月第三 )
子ども祝福礼拝 (#11/2・１１月第一 )
クリスマスイブ礼拝 (12 月 24 日夕・水 )

２０２５年教会暦・年間行事
( ＃はその年によって変動します )

◆何もわからないのですが。
　必要なものはお貸しし、一つずつお教えいた
します。また信仰の強要はいたしません。
◆礼拝とは何ですか。
　私たちの悩みは神から離れていることに原
因があります。礼拝で神を賛美し、祈り、御言
葉を聞くことにより、人間のあるべき姿を取り
戻していく、それが礼拝です。
◆献金とは何ですか。
　神への献身を表すもので、お布施や聴講料、
会費ではありません。本人の意志に任されてお
り、あくまでも自由です。趣旨のわからない方
はなさらなくても問題ありません。
◆聖餐式とは何ですか。
　信仰告白をし、洗礼 ( バプテスマ ) を受けて
おられる方のみになりますが、主イエスと共に
生きていることを確認する儀式で、聖別された

パンとぶどう液をいただきます。
◆信者になるにはどうしたらいいですか。
　自分の意志で主イエスの福音を信じ、洗礼を
受けることにより教会員 ( 信者 ) と呼ばれます。
◆キリスト教会は様々な教派があります。
　大きく分けてカトリック教会とプロテスタ
ント教会があります。プロテスタント教会は、
設立された時代や地域、歴史的な背景によって
成立が違うため、多くの教派がありますが、憎
み合っているのではなく、互いの特色を認め合
い、助け合っています。
◆にせのキリスト教会がありますか。
　キリスト教の枠組みからずれている教えにつ
いて、私たちは異端と呼んでいます。代表的な
団体には「エホバの証人」「モルモン教会」「世
界平和統一家庭連合」などがあります。特に韓
国系キリスト教活動にはお気をつけください。
お困りの方は牧師までご相談ください。

キリスト教まるわかりQ&A
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教会紹介
●歴史
　私たちの教会は、ジョン・ウェスレーを源流とす
るメソジスト( 青山学院、東北学院など ) の信仰を
継承しており、メソジストの教職であった中田重治
が１９０１年に創立したホーリネス教会の信仰を受
け継いでいます。２０２２年３月２７日に創立いたし
ました。
●教義
　旧新約聖書６６巻を誤りない神の言と信じ、唯一
の正典として信仰生活の規範にしています。また三
位一体の神を信じ、イエス・キリストによる以外に
救いがないことを告白しています。特色は、下記に
紹介する四重の福音を強調していることです。

【四重の福音】
　四重の福音は、長老教会の牧師Ａ．Ｂ．シンプソ
ンが提唱したものを、ホーリネス教会の創設者中田
重治が自らの信仰に基づいた理解を加え、福音宣教
の際に掲げた教えです。
　人間の幸せは神と共に生きることで実現するので
すが、神を認めず生きているため、むなしく日を過
ごしているのが現実です。しかし、イエス・キリスト
が十字架によって神と人との絆を回復してくださっ
たのです。これが福音です。この福音を信じることで、
人間は本来もっていた真の幸いを覚えながら、充実
した人生を送れるのです。
　中田は、聖書に書かれてあるこの福音をわかりや
すく語るべく、前述の提唱にある新生、聖化、神癒
(しんゆ )、再臨 ( さいりん ) の４項目に基づいて、以
下のようにまとめました。
◆新生　　キリストの十字架と復活を信じ、新しく
生まれ変わること。これにより、天に住まう者のように、
日々に喜びが与えられる。（コリントの信徒への手紙
二 5:17 など）
◆聖化　　神に属する者であるとの自覚が与えられ
たことで、自己中心に生きていた心が砕かれ、同時に
神中心の生活を求め始め、神のきよさに近づくこと。

（ガラテヤの信徒への手紙 2:19 ～ 20など）
◆神癒 (しんゆ )　　肉体を持っているがゆえに弱
る私たちが、神のあわれみにより、病い、そして死
の恐怖にも打ち勝つ力が与えられ、苦しみから解放
されること。（出エジプト記 15:26 など）
◆再臨 ( 栄化 )　　キリストが再び地上に来られる
こと。その時、死んだ聖徒たちは復活し、生ける信
徒は死を経験せずに天に挙げられる。（コリントの信
徒への手紙一 15:51など）
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